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研究主題

「小学校から中学校における

双方向コミュニケーション能力の育成」
～「話す」「聞く」の活動を通して円滑なコミュニケーションの育成～
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「既習の基本文等を用いた会話における「Q＆
Aシート」等を活用することで、児童・生徒は抵

抗なく会話表現の中で、会話のやりとりがス
ムーズにでき、双方向コミュニケーション能力
の育成につながるだろう。」

仮説
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研究の４本の柱

①小学校と中学校での外国語学習につながり
  をもたせる。
②学習の内容の定着につなげる。
③どの学校でも取り入れやすい活動にする。
④目的・場面・状況を意識した活動を行う。
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小学校の取組

【すらすらEnglish ０】
ゼロ
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すらすらEnglish 0を使った児童の感想

前向きな回答
８３％

「相手に話すこと」「リアク
ション」については、半数以
上の児童が「前よりもできる
ようになった。」と回答。
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中学校の取組

【研究授業ワークシート】



• 中学校の取組【すらすらEnglish】



肯定的回答
８０％超

肯定的回答

約65％

• すらすらEnglish を使った生徒の感想



肯定的回答
約８０％

• すらすらEnglish を使った生徒の感想



本研究を通した成果
すらすらEnglishを使うことのメリット

（教員にとって）

・小学校から中学校へのへの連携が非常に容易になる。(小・中)

・外国語指導に際し「困ったらすらすら」を口癖にすることで、

  児童への指導が容易になる。(小)

・中学校スピーキングテストESAT-Jへの対策の一助となる(中)

（児童・生徒にとって）

・すらすらEnglishによって話すことに自信をもてる。(小・中)

・すらすらEnglishが「転ばぬ先の杖」的なものとなる。(小)

・すらすらEnglishの表現を使ってALTに質問できる。(中)
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